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株式会社木村鉄工所
金属製品製造業

３Ｄ -ＣＡＤ導入による
鉄骨製作図面作成工程の高度化

受注件数及び製作重量の増産体制を構築するため、鉄骨製作図面作成
工程において、高度な自動処理と簡素な入力作業が可能な３Ｄ - ＣＡＤ
を導入した。

背景・目的
　弊社は、主に建築鉄骨の製造を行っているが、近年の建物は意匠や鉄骨構造が複雑化の傾向にある
ことに加え、顧客からは短納期化を求められていた。しかし、設計変更や建具業者等との調整難航等
の要因により、図面の決定に遅れが生じると材料手配等の工程に影響し、工場での製作時間の確保が
難しくなるため、従業員に時間外労働などの負担を強いてしまうことがあった。また、引き合いが来
たにもかかわらず、上記の要因等により、断らざるを得ないこともあった。
　そこで、本事業にて最新の３Ｄ－ＣＡＤを導入することで、視覚的な部分の確認作業を効率化し、
かつ入力作業の柔軟性及び自動処理機能により鉄骨製作図面作成工程の短期化を図ることで、鉄骨製
作時間の確保や受注拡大を目指すこととした。

実施内容
　ＣＡＤ入力における視覚確認作業の効率化や簡素化という課題を解決するため、入力したデータを
リアルタイムで３Ｄ表示することが可能であることに加えて、協力体制を構築している多くの同業他
社が使用するＣＡＤとの互換性が高い、３Ｄ－ＣＡＤを導入することとした。導入後、テキスト等の
参考資料を用いて、従来仕様のＣＡＤとの違い等を確認する自主訓練を行い、さらに、メーカー担当
者立会いのもと、実情に即した環境設定や練習用データを用いての入力実習等の操作研修を行った。
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成　果
　本事業にて、鉄骨専用ＣＡＤシステムを導入した
結果、平面図と３Ｄモデルをデュアルディスプレイ
に表示させることで、平面図に入力した内容を即時
に３Ｄ表示できるようになる等、入力内容の確認作
業が効率化したため、鉄骨製作図面作成工程におけ
る時間短縮が可能となった。また、既存ＣＡＤに比
べ自動作図ができる範囲の拡大や、スロープが簡単
かつ自由に入力可能となり、ＣＡＤそのものの性能
も大幅に向上したことで、意匠が複雑な物件に対し
ても短期間での納入が可能な体制が整備された。
　今後は、製作時間確保による社員への負担軽減及
び高品質維持、受注拡大に向けた取り組みを行って
いく。

今後の展望
　本事業により、鉄骨製作図面作成工程の時間短
縮が可能となったため、早期の材料発注や工場へ
の製作指示を行えるようになることが考えられる。
また、図面作成工程の高度化により、図面段階で
のミスの低減や意匠が複雑な物件でも、より簡素
な製作図面での対応が可能になることが見込まれ
るため、工場での手直し作業の低減や、品質を維
持しつつ製作を簡略化ができるものと考える。
　以上のことから、短納期化を求める顧客ニーズ
に応えられるものと想定しており、東日本大震災
からの復興需要や、２０２０年の東京オリンピッ
クに関するインフラ整備等で、鉄骨造への需要の
高まりを好機と捉え、受注件数、製作重量及び顧
客の拡大を図る。
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